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和
歌
（
短
歌
）
の
表
現
技
法 

古
今
短
歌
の
「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」
と 

「
増
え
る
三
句
切
れ
」
に
関
す
る
一
考
察
（
要
旨
） 

（

全
日
本
大
学
開
放
推
進
機
構
監
事
） 

浅
岡 

純
朗 

 

一 

万
葉
和
歌
（
短
歌
）
に
お
け
る
枕
詞
・
序
詞
と
句
切
れ
と
の
相
関

関
係
は
、
前
者
が
多
数
を
占
め
れ
ば
後
者
は
少
数
、
前
者
が
少
数
な
ら

ば
後
者
は
多
数
と
な
る
、
一
方
が
他
方
の
停
止
条
件
と
な
る
「
負
の
相

関
関
係
」
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
の
統
計
的
推
測
に
基
づ

く
と
、
平
安
前
期
に
編
ま
れ
た
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』

の
和
歌
（
短
歌
）
で
三
句
切
れ
が
増
加
し
た
こ
と
は
、
万
葉
和
歌
（
短

歌
）
に
お
い
て
第
三
句
・
第
四
句
の
続
き
（
つ
な
ぎ
目
）
を
担
保
し
た

①
三
句
五
音
の
枕
詞
・
②
第
三
句
ま
で
の
序
詞
の
衰
退
（
使
用
頻
度
の

低
下
）
を
予
見
さ
せ
る
、
と
し
た
が
、
実
態
は
、
そ
の
と
お
り
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。 

 

 二 

古
今
和
歌
（
短
歌
）
の
第
三
句
・
第
四
句
の
つ
な
ぎ
目
を
担
保
す

る
枕
詞
・
序
詞
は
、
一
〇
九
一
回
中
一
〇
九
回
・
10

％
と
万
葉
和
歌
（
短

歌
）
と
同
率
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
句
切
れ
は
万
葉
の
二
〇
九

五
回
中
九
〇
回
・
４
％
か
ら
古
今
和
歌
（
短
歌
）
で
は
一
〇
九
一
回
中

一
六
二
回
・

15

％
に
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
の
原
因
と
し
て
、
古
今
短
歌
の 

㈠ 

万
葉
和
歌
（
短
歌
）
の
２
句
単
位
か
ら
句
単
位
へ
の
変
遷
の
過
程

で
、
上
三
句
及
び
下
二
句
を
用
い
た
「
短
文
表
現
」
の
多
様
化 

㈡ 

第
三
句
に
お
け
る
枕
詞
・
序
詞
の
少
数
・
弱
体
化 

㈢ 

枕
詞
（
「
声
の
時
代
」
の
技
法
）・
序
詞
か
ら
掛
け
詞
（
「
字
の
時
代
」

の
技
法
）
・
縁
語
へ
の
転
換 

な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
、
と
考
え
ら
れ
る
。 

三 

次
の
論
文
で
は
、
前
記
二
の
（
一
）
〜 

(

三)

に
つ
き
言
及
す
る
こ
と
は

む
ろ
ん
だ
が
、
題
材
の
中
心
と
な
る
語
が
第
三
句
（
中
実
）
に
あ
っ
て
、

そ
の
語
が
上
下
に
関
わ
る
構
成
を
も
ち
、
屈
折
が
大
き
い
い
わ
ゆ
る
中

実
構
成
の
技
法
が
三
句
切
れ
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
も
詳
細
に

分
析
し
て
い
き
た
い
。 
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和
歌
（
短
歌
）
の
表
現
技
法 

古
今
短
歌
の
「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」
と 

「
増
え
る
三
句
切
れ
」
に
関
す
る
一
考
察
（
要
旨
） 

（

全
日
本
大
学
開
放
推
進
機
構
監
事
） 

浅
岡 

純
朗 

 

は
じ
め
に 

(

一)
 

和
歌
か
ら
短
歌
へ 

 

谷
山
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
歴
史
的
実
態
と
し
て
の
和
歌
の
歌
体
は
、「
短
歌

（
５
・
７
・
５
・
７
・
７
）
」
を
中
心
に
、
長
歌
（
５
・
７
・
…
・
５
・
７
・

７
）
、
旋
頭
歌
（
５
・
７
・
７
・
５
・
７
・
７
）
、
片
歌
（
５
・
７
・
７
）
、

そ
の
他
（
５
・
７
・
５
・
７
・
７
・
７
・
仏
足
石
歌
）
の
範
囲
に
限
ら
れ

る
。（
中
略
）
短
歌
と
い
う
名
称
が
和
歌
に
取
っ
て
代
わ
る
の
は
、
明
治
の

和
歌
革
新
運
動
以
後
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
、
和
歌
と
い
う
こ
と
ば
は
古

典
和
歌
に
の
み
適
用
し
、
近
現
代
の
和
歌
は
短
歌
と
よ
ば
れ
る
。
」（
注
１
）
、

と
あ
る
。 

(

二)
 

２
句
単
位
か
ら
句
単
位
へ 

 

和
歌
に
お
け
る
歌
体
の
変
遷
や
歌
風
の
展
開
と
た
ど
っ
て
い
く
と
、

「
５
・
７
音
の
繰
り
返
し
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
衝
動
」
が
通
底
し
て

い
て
、
こ
れ
が
、
一
つ
に
は
長
歌
形
式
か
ら
短
歌
形
式
へ
の
流
れ
を
、
二

つ
に
は
短
歌
形
式
の
和
歌
に
お
け
る
２
句
単
位
（
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
）

か
ら
句
単
位
（
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
）
へ
の
流
れ
を
形
成
し
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。 

(

三)
 

句
切
れ
の
定
義
と
そ
の
成
因
と
な
っ
た
表
現 

 

和
歌
の
表
現
技
法
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
「
句
切
れ
」
の
定
義
は
、 

「
複
数
の
文
か
ら
な
る
短
歌
で
、
結
句
（
第
五
句
）
以
外
の
何
句
目
で
文

が
終
わ
っ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
。
そ
の
位
置
に
よ
っ
て
、
初
句
切
れ
・

二
句
切
れ
・
三
句
切
れ
・
四
句
切
れ
と
い
う
。『
万
葉
集
』
の
時
代
は
二
句

切
れ
・
四
句
切
れ
が
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
は
三
句
切
れ
が
、
『
新
古

今
和
歌
集
』
の
時
代
は
、
初
句
切
れ
・
三
句
切
れ
が
比
較
的
多
い
。
」
（
注

２
）
、
と
あ
る
。 

 

い
っ
た
い
に
、
和
歌
（
短
歌
）
の
一
般
的
な
あ
り
方
が
、
自
然
の
発
想

の
ま
ま
の
順
序
ど
お
り
に
句
切
れ
な
し
に
表
現
す
る
こ
と
だ
と
す
る
と
、

句
切
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
和
歌
（
短
歌
）
表
現
の
流
れ
を
切
れ
切
れ
に
し

か
ね
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
技
法
を
選
択
す
る
か
ら
に
は
、
そ

れ
な
り
の
成
因
（
理
由
や
効
果
）
が
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、 

「
要
す
る
に
、
句
切
れ
が
生
ず
る
原
因
は 

一 

名
実
と
も
に
、
倒
置
法
的
表
現
を
と
っ
た
場
合 

二 
呼
び
か
け
的
表
現
が
な
さ
れ
る
場
合 

三 

繰
り
返
し
に
、
同
一
ま
た
は
相
等
し
い
語
句
が
用
い
ら
れ
る
場
合 

の
三
つ
に
絞
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」 
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と
看
破
し
た
の
は
松
田
武
夫
氏
で
あ
り
、
さ
ら
に
、 

「
句
切
れ
の
成
因
を
、
倒
置
・
呼
び
か
け
・
繰
り
返
し
の
三
点
に
求
め
、

そ
う
し
た
原
因
か
ら
生
じ
た
句
切
れ
の
部
分
は
、
等
し
な
み
に
強
調
さ
れ

る
共
通
性
を
有
す
る
」
こ
と
は
明
ら
か
（
注
３
）
、
と
し
て
い
る
。 

 

こ
の
論
考
で
は
、
句
切
れ
の

87

％
を
二
句
切
れ
及
び
四
句
切
れ
が
し
め

る
万
葉
短
歌
と
、
や
が
て
は
、
初
句
切
れ
及
び
三
句
切
れ
が
そ
の
過
半

（

62

％
）
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
新
古
今
短
歌
と
の
中
間
的
な
位
置
に
あ

る
古
今
短
歌
は
、
①
二
句
切
れ
が
一
九
九
回
・
句
切
れ
計
四
六
一
回
の

43

％
を
占
め
、
万
葉
短
歌
の
二
句
切
れ

44

％
か
ら
わ
ず
か

1

％
の
減
少

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
（
→
減
ら
な
い
三
句
切
れ
）
、
逆
に
、
②
万
葉
短

歌
で
は
句
切
れ
計
八
三
五
回
の
う
ち
九
〇
回
・
11

％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
三
句
切
れ
が
一
六
二
回
、
句
切
れ
計
四
六
一
回
・

35

％
と

24

％

の
増
加
を
見
る
に
至
っ
た
（
→
増
え
る
三
句
切
れ
）
過
程
で
、
句
切
れ
の

成
因
と
な
っ
た
表
現
に
如
何
な
る
変
化
が
生
じ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

一 

古
今
和
歌
に
お
け
る
「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」 

 

表
１
及
び
２
に
よ
れ
ば
、 

(

一)
 

 

万
葉
短
歌
の
二
句
切
れ
は
、
句
切
れ
中
最
多
の
三
六
五
回
・

44

％
に
上
る
が
、
そ
の
初
出
は
、
仁
徳
三
五
（
西
暦
三
四
七
）
年
六

月
に
薨
去
し
た
磐
姫
皇
后
の
生
前
の
相
聞
歌
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。 

・ 

き
み
が
ゆ
き 

け
な
が
く
な
り
ぬ

 二
句
切
れ

や
ま
た
づ
ね 

む
か
へ
か
ゆ

か
む 

ま
ち
に 

か
ま
た
む
（
巻
二
・
相
聞
・
八
五
・
磐
姫
皇
后
） 

・ 
 

 

こ
の
形
の
表
現
は
、
松
田
武
夫
氏
の
分
類
に
は
な
い
、
倒
置
で
も
呼
び

か
け
で
も
繰
り
返
し
で
も
な
い
五
音
＋
七
音
の
短
い
核
文
表
現
（
以
下
こ

の
論
考
で
は
、
一
句
以
上
四
句
以
下
の
長
さ
の
核
分
表
現
を
「
短
文
表
現
」

と
い
う
。
）
で
あ
る
が
、
こ
の
表
現
は
、
万
葉
短
歌
の
二
句
切
れ
三
六
五
回

中
最
多
の
二
四
一
回
・

66

％
を
占
め
る
。
加
え
て
、
同
じ
短
文
表
現
な
が

ら
①
主
語
な
ど
の
成
分
が
省
略
さ
れ
た
「
短
文
・
成
分
の
省
略
」
と
で
も

分
類
す
べ
き
二
句
切
れ
三
六
五
回
中
六
六
回
・
18

％
ほ
ど
の
も
の
、
②
短

文
の
述
部
が
倒
置
さ
れ
た
た
め
に
、
二
句
切
れ
と
な
っ
た
「
短
文
・
述
部

の
倒
置
」
と
で
も
分
類
す
べ
き
二
句
切
れ
三
六
五
回
中
四
回
・
１
％
ほ
ど

を
占
め
る
も
の
が
あ
る
。 

 

前
記
①
の
初
出
・
推
古
二
一
（
六
一
三
）
年
の
歌 

・ 

（
コ
ノ
旅
人
ガ
）
い
へ
な
ら
ば 

い
も
が
て
ま
か
む

 二
句
切
れ 

 
 

く
さ
ま
く
ら 

た
び
に
こ
や
せ
る 

こ
の
た
び
と 

句
割
れ

あ
は
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
三
・
挽
歌
・
四
一
五
・
上
宮
聖
徳
太
子
） 
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前
記
②
の
初
出
・
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
の
歌 

・ 
や
ま
と
に
は 

な
き
て
か
く
ら
む

 二
句
切
れ

よ
ぶ
こ
ど
り
（
ガ
） 

 
き
さ
の
な
か
や
ま 

よ
び
ぞ
こ
ゆ
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
一
・
雑
歌
・
七
〇
・
高
市
連
黒
人
） 

・ 
 短

文
表
現
だ
け
で
二
句
切
れ
三
六
五
回
中
三
一
一
回
・

85

％
を
占
め
る

か
ら
、
大
数
的
に
は
、
万
葉
短
歌
の
二
句
切
れ
は
短
文
表
現
に
よ
っ
て
導

か
れ
た
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
別
に
、
①
長
文
（
以
下
こ
の
論
考
で
は
、

短
歌
一
首
の
長
さ
の
核
文
と
い
う
。
）
の
述
部
を
倒
置
す
る
「
長
文
・
述
部

の
倒
置
」
と
で
も
分
類
す
べ
き
表
現
が
二
句
切
れ
三
六
五
回
中
三
〇
回
・

８
％
を
占
め
、
②
呼
び
か
け
表
現
は
二
句
切
れ
三
六
五
回
中
二
四
回
・
７
％
、

そ
の
う
ち
、
○ア
呼
び
掛
け
ら
れ
る
対
象
が
省
略
さ
れ
た
「
呼
び
か
け
・
対

象
の
省
略
」
と
で
も
分
類
す
べ
き
表
現
が
三
回
・
１
％
、
○イ
述
部
が
呼
び

掛
け
の
対
象
よ
り
前
に
置
か
れ
た
「
呼
び
か
け
・
述
部
の
倒
置
」
と
で
も

分
類
す
べ
き
表
現
も
三
回
・
１
％
を
占
め
る
な
ど
、
既
に
、
松
田
武
夫
氏

の
い
う
成
因
分
析
に
収
ま
り
き
れ
な
い
形
の
表
現
が
現
わ
れ
始
め
て
い
る
。 

 

前
記
①
の
初
出
・
仁
徳
元
（
三
一
三
）
〜
二
七
（
三
三
九
）
年
の
歌 

・ 

（
私
ハ
）
あ
り
つ
つ
も 

き
み
を
ば
ま
た
む

 二
句
切
れ 

う
ち
な
び
く 

 

 
 

 
 

わ
が
く
ろ
か
み
に 

し
も
の
お
く
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
二
・
相
聞
・
八
七
・
磐
姫
皇
后
） 

前
記
②
の
初
出
・
天
武
年
次
未
詳
（
六
七
二
〜
六
八
六
）
の
歌 

・ 

ほ
と
と
ぎ
す
（
ヨ
） 

い
た
く
な
な
き
そ

 二
句
切
れ

な
が
こ
ゑ
を 

 

さ
つ
き
の
た
ま
に 

あ
へ
ぬ
く
ま
で
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
八
・
夏
雑
歌
・
一
四
六
五
・
藤
原
夫
人
） 

前
記
②
の
○ア
の
初
出
・
持
統
三
（
六
八
九
）
年
の
歌 

・ 

（
オ
マ
エ
タ
チ
ヨ
）
う
ま
い
た
く 

う
ち
て
な
ゆ
き
そ

 二
句
切
れ 

 
 

け
な
ら
べ
て 

み
て
も
わ
が
ゆ
く 

し
が
に
あ
ら
な
く
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
三
・
雑
歌
・
二
六
三
・
刑
部
重
麿
） 

前
記
②
の
○イ
の
初
出
・
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
の
歌 

・ 

き
の
く
に
に 

や
ま
ず
か
よ
は
む

 二
句
切
れ

つ
ま
の
も
り 

 

つ
ま
よ
し
こ
せ
に 

つ
ま
と
い
ひ
な
が
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
九
・
雑
歌
・
一
六
七
九
・
（
或
云
）
坂
上
忌
寸
人
長
） 

題
材
の
中
心
と
な
る
語
句
を
第
三
句
に
置
き
、
そ
の
語
句
が
上
下
に 

か
か
る
構
成
を
も
つ
、
２
句
単
位
か
ら
句
単
位
へ
移
行
す
る
過
渡
的
な
姿
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を
見
せ
る
「
中
実
構
成
」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
も
、
つ
と
に
、
万
葉
短
歌
に

あ
る
。 

・ 

や
ま
と
に
は 

な
き
て
か
く
ら
む

 二
句
切
れ

よ
ぶ
こ
ど
り
（
ハ
ま
た
は
ヨ
） 

 
 

 
 

き
さ
の
な
か
や
ま 

よ
び
ぞ
こ
ゆ
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
前
出
） 

・ 
 

 
 

第
三
句
「
よ
ぶ
こ
ど
り
」
は
、
解
釈
し
だ
い
で
、
上
下
に
か
か
る
構

成
を
も
ち
屈
曲
が
大
き
い
。
例
え
ば
「
呼
ぶ
鳥
ハ
」
と
解
す
れ
ば
、
①
中

西
進
氏
訳
の
よ
う
に
「
大
和
で
は
今
ご
ろ
は
呼
子
鳥
が
鳴
い
て
来
て
い
る

だ
ろ
う
か
」
と
上
三
句
が
「
短
文
・
述
部
の
倒
置
」
、
句
切
れ
と
し
て
は
二

句
切
れ
、
三
句
切
れ
の
二
つ
が
認
め
ら
れ
よ
う
し
、
②
「-

-
-

呼
子
鳥

は
象
の
中
山
を
人
を
呼
び
な
が
ら
越
え
て
ゆ
く
ノ
ダ
ナ
ア
」
と
下
三
句
の

主
語
と
解
す
る
と
、
上
三
句
の
短
文
表
現
は
「
成
分
（
こ
の
例
歌
で
は
主

語
）
の
省
略
」
、
二
句
切
れ
は
認
め
ら
れ
て
も
三
句
切
れ
は
認
め
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
③
「
呼
ぶ
鳥
ヨ
」
と
解
す
れ
ば
、
上
三
句
は
呼
び
掛
け

表
現
・「
述
部
の
倒
置
」
と
し
て
二
句
切
れ
、
三
句
切
れ
の
二
つ
が
認
め
ら

れ
よ
う
。
こ
の
歌
は
、
万
葉
短
歌
の
う
ち
で
も
古
い
（
大
宝
元
（
七
○
一
）

年
六
月
持
統
太
上
天
皇
吉
野
行
幸
の
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
、
と
い
う
。
）
方

に
属
し
な
が
ら
、
古
今
短
歌
の
表
現
技
法
の
特
色
を
存
分
に
具
備
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。 

（
二
） 

古
今
和
歌
の
二
句
切
れ
も
、
句
切
れ
中
最
多
の
一
九
九

回
・

43

％
に
上
り
、
万
葉
短
歌
に
比
べ
、
わ
ず
か
１
％
の
減
少
に
と
ど
ま

っ
た
。
成
因
別
分
布
で
は
、
①
短
文
表
現
で
万
葉
短
歌
の

85

％
か
ら
古
今

和
歌
の

73

％
へ
と

12

％
の
減
少
、
②
呼
び
か
け
表
現
で
７
％
か
ら

13

％

へ
と
６
％
の
増
加
、
③
倒
置
表
現
の
う
ち
「
長
文
・
述
部
の
倒
置
」
の
８
％

か
ら

14

％
へ
と
６
％
の
増
加
と
い
う
よ
う
に
、
①
の
減
少
分
を
②
③
の
増

加
分
が
補
い
、
二
句
切
れ
は
ほ
と
ん
ど
減
ら
ず
済
ん
だ
こ
と
に
な
る
。 

・ 
 

な
く
涙
（
ガ
） 

雨
と
子
ら
な
む

 二
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わ
た
り
河
水
ま
さ
り
な
ば
か
へ
り
く
る
が
に 

 
 

 
 

 
 

（
巻
一
六
・
哀
傷
歌
・
八
二
九
・
小
野
た
か
む
ら
の
朝
臣
） 

 

こ
れ
は
、
詠
歌
年
代
不
明
の
小
野
篁
の
歌
だ
が
、
上
二
句
で
一
つ
の
短

文
、
第
三
句
以
下
で
も
う
一
つ
の
短
文
と
い
う
標
準
的
な
構
成
の
も
の
で
、

古
今
短
歌
の
二
句
切
れ
で
は
唯
一

28

％
の
減
少
に
転
じ
た
表
現
だ
。
こ
の

減
少
を
、
同
じ
短
文
表
現
の
「
述
部
の
倒
置
」
、
「
成
分
の
省
略
」
の
２
区

分
の
表
現
が

17

％
ほ
ど
補
い
、
結
果
的
に
、
短
文
表
現
の
減
少
を

12

％

に
と
ど
め
た
。 

・ 
 

あ
さ
み
こ
そ
袖
は
ひ
つ
ら
め

 二
句
切
れ

涙
河 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

身
さ
へ
流
る
と
き
か
ば
た
の
ま
む 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
一
三
・
恋
歌
三
・
六
一
八
・
な
り
ひ
ら
朝
臣
） 
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「
涙
河
（
ハ
）
」
を
い
わ
ば
総
主
語
と
し
て
第
三
句
に
置
く
中
実
構
成
の

歌
で
あ
る
が
、
上
二
句
の
短
文
と
下
二
句
短
文
を
上
下
に
重
複
的
に
か
か

わ
ら
せ
て
い
る
が
、
三
句
切
れ
は
認
め
難
い
。 

 

呼
び
か
け
表
現
で
も
、 

・ 
 

さ
く
ら
花
（
ヨ
） 

ち
り
か
ひ
く
も
れ

 二
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

お
い
ら
く
の
こ
む
と
い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ
が
に 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
七
・
賀
歌
・
三
四
九
・
在
原
業
平
朝
臣
） 

と
い
う
よ
う
に
、「
呼
び
か
け
の
独
立
語
＋
呼
び
か
け
の
述
部
」
の
形
が
標

準
的
で
あ
る
が
、「
対
象
の
省
略
」
、「
述
部
の
倒
置
」
の
２
区
分
の
表
現
も

合
わ
せ
て
二
六
回
・

13

％
ほ
ど
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

・ 
 

（
皆
ノ
者
ヨ
）
こ
ま
な
め
て
い
ざ
見
に
ゆ
か
む

 二
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
る
さ
と
は
雪
と
の
み
こ
そ
花
は
ち
る
ら
め 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
二
・
春
歌
下
・
一
一
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

・ 
 

ち
り
ぬ
と
も
か
を
だ
に
の
こ
せ

 二
句
切
れ

梅
花
（
ヨ
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
ひ
し
き
時
の
お
も
ひ
で
に
せ
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
一
・
春
歌
上
・
四
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

 

発
想
の
順
序
か
ら
す
れ
ば
、
一
首
の
結
語
と
し
て
お
か
れ
る
べ
き
述
語

が
繰
り
上
げ
ら
れ
第
二
句
に
倒
置
さ
れ
た
「
長
文
・
述
部
の
倒
置
」
に
区

分
さ
れ
る
べ
き
表
現
も
二
七
回
・

14

％
ほ
ど
あ
る
。 

・ 
 

梅
花
（
ガ
）
そ
れ
と
も
見
え
ず 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

久
方
の
あ
ま
ぎ
る
雪
の
な
べ
て
ふ
れ
れ
ば 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
第
六
・
冬
歌
・
三
三
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

  

要
す
る
に
、

（ 一 ）

万
葉
短
歌
の
二
句
切
れ
は
、
句
切
れ
計
八
三
五
回
中
三

六
五
回
・

44

％
、
う
ち
短
文
表
現
三
一
一
回
・

37

％
、
呼
び
か
け
表
現

二
四
回
・

3

％
、
長
文
（
述
部
の
倒
置
）
表
現
三
〇
回
・

4

％
の
と
こ

ろ
、

（ 二 ）

古
今
短
歌
の
二
句
切
れ
は
、
句
切
れ
計
四
六
一
回
中
一
九
九
回
・

43

％
、
う
ち
短
文
表
現
一
四
六
回
・

32

％
、
呼
び
か
け
表
現
二
六
回
・

6

％
、
長
文
表
現
二
七
回
・
６
％
と
あ
る
の
で
、
古
今
短
歌
の
二
句
切
れ

は
、
短
文
表
現
の
５
％
減
少
を
呼
び
か
け
表
現
の
３
％
増
加
及
び
長
文
表

現
の
２
％
増
加
に
よ
り
補
い
、「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」
を
実
現
し
た
こ
と

と
な
る
。 

 

二 

古
今
短
歌
に
お
け
る
「
増
え
る
三
句
切
れ
」 

 
表
１
及
び
２
に
よ
れ
ば 
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（
一
） 

万
葉
短
歌
の
三
句
切
れ
は
、
句
切
れ
中
三
番
目
に
多
い
九
〇

回
・

11%

を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
初
出
は
、
天
武

四
（
六
七
五
）
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。 

・ 
 

か
は
の
へ
の 

ゆ
つ
い
は
む
ら
に 

く
さ
む
さ
ず

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
ね
に
も
が
も
な 

と
こ
を
と
め
に
て 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
一
・
雑
歌
・
二
二
・
吹
茨
刀
自
） 

上
三
句
を
活
用
し
た
短
文
表
現
は
万
葉
短
歌
の
三
句
切
れ
九
〇
回
中

四
四
回
・

49

％
を
占
め
る
。
短
文
表
現
か
ら
主
語
な
ど
成
分
が
省
略

さ
れ
る
「
短
文
・
成
分
の
省
略
」
に
区
分
で
き
る
表
現
も
九
〇
回
中
三

回
・
３
％
あ
る
。
そ
の
初
出
・
養
老
年
次
未
詳(

七
一
七
〜
七
二
三)

の
歌
、 

・ 
 

（
ア
ナ
タ
ニ
ハ
）
う
み
つ
ぢ
の 

な
ぎ
な
む
と
き
も 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

わ
た
ら
な
む

 三
句
切
れ

か
く
た
つ
な
み
に 

ふ
な
で
す
べ
し
や 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
九
・
相
聞
・
一
七
八
一
・
高
橋
連
虫
麻
呂
） 

次
に
、
第
三
句
に
呼
び
か
け
の
対
象
を
詠
み
込
む
表
現
は
、
三
句
切
れ

九
〇
回
中
一
三
回
・

14

％
あ
る
。
そ
の
初
出
・
文
武
三
（
六
九
九
）

年
の
歌
、 

 

お
ほ
と
も
の 

み
つ
の
は
ま
に
あ
る 

わ
す
れ
が
ひ
（
ヨ
）

 三
句
切
れ 

い
へ
に
あ
る
い
も
を 

わ
す
れ
て
お
も
へ
や 

 

（
巻
一
・
雑
歌
・
六
八
・
身
人
部
王
） 

 

呼
び
か
け
の
対
象
が
省
略
さ
れ
る
「
呼
び
か
け
・
対
象
の
省
略
」
、
呼
び

か
け
の
述
部
が
倒
置
さ
れ
る
「
呼
び
か
け
・
述
部
の
倒
置
」
に
区
分
で
き

る
表
現
も
、
各
々
、
三
句
切
れ
九
〇
回
中
四
回
・
４
％
、
二
回
・
２
％
を

数
え
る
。
前
者
の
初
出
・
天
平
八
（
七
三
六
）
年
の
歌
、
後
者
の
初
出
・

天
平
二
（
七
三
〇
）
年
の
歌
、 

・ 
 

し
ほ
ひ
な
ば 

ま
た
も
わ
れ
こ
む 

（
皆
ノ
者
ヨ
） 

 
 

 
 

 
 

い
ざ
ゆ
か
む

 三
句
切
れ

お
き
つ
し
ほ
さ
ゐ 

た
か
く
た
ち
き
ぬ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
一
五
・
三
七
一
〇
・
作
者
未
詳
） 

・ 
 

わ
が
を
か
に 

さ
か
り
に
さ
け
る 

う
め
の
は
な
（
ヨ
）

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
こ
れ
る
ゆ
き
を 

ま
が
へ
つ
る
か
も 

（
巻
八
・
冬
雑
歌
・
一
六
四
〇
・
大
宰
師
大
伴
卿
・
大
伴
旅
人
の
こ
と
。
） 

 

ま
た
、「
長
文
・
述
語
の
倒
置
」
に
区
分
す
べ
き
表
現
は
、
三
句
切
れ
九

〇
回
中
二
四
回
・
27

％
を
占
め
、
万
葉
短
歌
の
三
句
切
れ
で
は
短
文
表
現

に
次
い
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
初
出
・
養
老
六
（
七
二
二
）
年
の
歌
、 



ＵＥＪジャーナル第 35 号（2021 年 3 月 1 日号） 

 Japan Organization for the Promotion of University Extension 

 

8 

 

・ 
 

わ
が
い
の
ち
し 

ま
さ
き
く
あ
ら
ば 

ま
た
も
み
む

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
が
の
お
ほ
つ
に 

よ
す
る
し
ら
な
み 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
三
・
雑
歌
・
二
八
八
・
穂
積
朝
臣
老
） 

 

発
想
の
順
序
か
ら
す
れ
ば
、
下
二
句
「
し
か
の
お
ほ
つ
に
よ
す
る
し
ら

な
み
（
ヲ
）
」
の
後
に
「
ま
た
も
み
む
」
を
位
置
す
る
こ
と
が
自
然
の
流
れ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
倒
置
す
る
こ
と
で
強
調
が
著
し
く
な
る
。 

 

万
葉
短
歌
の
三
句
切
れ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
松
田
武
夫
氏
の
い
う
繰

り
返
し
表
現
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

希
有
な
例
と
し
て
、
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
の
初
出
歌
が
あ
る
。 

・ 
 

お
く
ら
ら
は 

い
ま
は
ま
か
ら
む 
こ
な
く
ら
む

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
れ
そ
の
は
は
も 
わ
を
ま
つ
ら
む
ぞ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
三
・
雑
歌
・
三
三
七
・
山
上
憶
良
臣
） 

推
量
の
助
動
詞
「
ら
む
」
を
三
度
繰
り
返
し
て
、
作
者
の
感
情
表
現
を
高

め
て
い
く
。 

（
二
） 

古
今
短
歌
の
三
句
切
れ
は
、
一
六
二
回
・

35

％
ま
で
急
増
し
た

が
、
万
葉
短
歌
に
な
く
て
古
今
短
歌
で
初
出
し
た
貞
観
一
五
（
八
七
三
）

年
の
歌
、 

・ 
 

わ
す
れ
て
は
夢
か
と
ぞ
思
ふ 

お
も
ひ
き
や

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雪
ふ
み
わ
け
て
君
を
見
む
と
は 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
一
八
・
雑
歌
下
・
九
七
〇
・
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
） 

 

こ
の
歌
の
上
二
句
と
下
三
句
が
各
々
短
文
と
し
て
独
立
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
下
三
句
の
短
文
で
は
そ
の
述
部
た
る
「
お
も
ひ
き
や
」
が
第
三

句
に
倒
置
さ
れ
、「
短
文
・
述
部
の
倒
置
」
に
区
分
で
き
る
表
現
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
第
二
句
末
尾
「
思
ふ
」
・
第
三
句
冒
頭
「
お
も
ひ
き
や
」
と
畳
み

掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
胸
中
に
溢
れ
る
感
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
形
の
表
現
は
、
一
六
二
回
中
四
回
・
２
％
と
、
ほ
と
ん
ど
普
及
し
な

か
っ
た
。
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
古
今
短
歌
の
三
句
切
れ
で
、
最
も

好
ま
れ
た
表
現
は
「
短
文
表
現
」
で
あ
っ
て
、
一
六
二
回
中
一
一
六
回
・

72

％
、
そ
の
内
訳
は
、
①
「
主
部
＋
述
部
」
の
標
準
的
な
形
の
も
の
一
〇

一
回
、
②
述
部
を
倒
置
し
た
も
の
四
回
、
③
主
語
な
ど
文
の
成
分
を
省
略

し
た
も
の
一
一
回
に
及
ん
だ
。 

・ 
 

わ
か
や
ど
の
池
の
藤
波
さ
き
に
け
り

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
郭
公
い
つ
か
き
な
か
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
三
・
夏
歌
・
一
三
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 



ＵＥＪジャーナル第 35 号（2021 年 3 月 1 日号） 

 Japan Organization for the Promotion of University Extension 

 

9 

 

・ 
 

三
わ
山
を
し
か
も
か
く
す
か 

春
霞
（
ハ
ま
た
は
ヨ
）

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

人
に
し
ら
れ
ぬ
花
や
さ
く
ら
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
二
・
春
歌
下
・
九
四
・
つ
ら
ゆ
き
） 

・ 
 

（
菊
ノ
花
ハ
）
う
ゑ
し
う
ゑ
ば
秋
な
き
時
や
さ
か
ざ
ら
む

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

花
こ
そ
ち
ら
め
ね
さ
へ
か
れ
め
や 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
巻
五
・
秋
歌
下
・
二
六
八
・
在
原
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
） 

 

古
今
短
歌
の
三
句
切
れ
に
あ
っ
て
は
、「
短
文
表
現
」
が
単
に
増
え
た
だ

け
で
は
な
く
、
万
葉
短
歌
に
比
べ
て
そ
の
構
成
比
を
減
ら
し
た
①
「
呼
び

か
け
表
現
」（
万
葉
短
歌
の
一
九
回
・
21

％
→
古
今
短
歌
一
五
回
・
９
％
）
、

②
「
長
文
・
述
部
の
倒
置
」
（
万
葉
短
歌
二
四
回
・

27

％
→
古
今
短
歌
三

一
回
・
19

％
）
に
各
々
区
分
で
き
る
表
現
を
補
っ
て
余
り
あ
る
増
加
を
見

た
こ
と
と
な
る
。 

・ 
 

あ
ま
つ
か
ぜ
（
ヨ
）
雲
の
か
よ
ひ
ぢ
吹
き
と
ぢ
よ

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
と
め
の
す
が
た
し
ば
し
と
ど
め
む 

 
 

 
 

 
 

（
巻
一
七
・
雑
歌
上
・
八
七
二
・
よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ
） 

 

・ 
 

名
に
し
お
は
ば
い
ざ
事
と
は
む 

宮
こ
ど
り
（
ヨ
）

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
九
・
羈
旅
歌
・
四
一
一
・
在
原
業
平
朝
臣
） 

・ 
 

（
皆
ノ
衆
ヨ
）
露
な
が
ら
お
り
て
か
ざ
さ
む 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
く
の
花
（
ヲ
）

 三
句
切
れ

お
い
せ
ぬ
秋
の
ひ
さ
し
か
る
べ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
五
・
秋
歌
下
・
二
七
〇
・
き
の
と
も
の
り
） 

・ 
 

山
里
は
秋
こ
そ
こ
と
に
わ
び
し
け
れ

 三
句
切
れ

し
か
の
な
く
ね
に
め
を

さ
ま
し
つ
つ
（
巻
四
・
秋
歌
上
・
二
一
四
・
た
だ
み
ね
） 

  

要
す
る
に
、

（ 一 ）

万
葉
短
歌
の
三
句
切
れ
は
、
句
切
れ
計
八
三
五
回
中
九

〇
回
・
11

％
、
う
ち
短
文
表
現
四
七
回
・
６
％
、
呼
び
か
け
表
現
一
九
回
・

２
％
、
長
文
（
述
部
の
倒
置
）
表
現
二
四
回
・
３
％
の
と
こ
ろ
、

（ 二 ）

古
今

短
歌
の
三
句
切
れ
は
、
句
切
れ
計
四
六
一
回
中
一
六
二
回
・

35

％
、
う
ち

短
文
表
現
一
一
六
回
・

25

％
、
呼
び
か
け
表
現
一
五
回
・
３
％
、
長
文
表

現
三
一
回
・
７
％
と
あ
る
の
で
、
古
今
短
歌
の
三
句
切
れ
は
、
短
文
表
現

の
大
幅
な
増
加
と
、
呼
び
か
け
表
現
、
長
文
表
現
の
小
幅
な
増
加
に
よ
り

「
増
え
る
三
句
切
れ
」
を
実
現
し
た
こ
と
と
な
る
。 
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お
わ
り
に 

・ 

表
１
に
つ
い
て
。
三
大
歌
集
の
和
歌
（
短
歌
）
の
句
切
れ
の
推
移
を
調

べ
た
も
の
。 

標
題
に
掲
げ
た
①
二
句
切
れ
は
、
万
葉
短
歌
の
三
六
五
回
・
44

％
か
ら
古

今
短
歌
の
一
九
九
回
・
43

％
と
わ
ず
か
に
減
少
し
た
後
、
新
古
今
和
歌
ま

で
の
長
い
期
間
を
か
け
一
七
五
回
・
21

％
へ
半
減
し
た
。
②
三
句
切
れ
は
、

万
葉
短
歌
の
九
〇
回
・

11

％
か
ら
古
今
短
歌
の
一
六
二
回
・

35

％
へ
と

一
気
に
増
加
し
た
後
、
新
古
今
和
歌
で
は
四
二
一
回
・
50

％
に
到
達
し
た
。

も
っ
と
も
、
別
の
研
究
（
注
４
）
で
は
、「
は
じ
め
に
」
の
（
二
）
で
簡
単

に
触
れ
た
「
２
句
単
位
」
の
特
徴
た
る
「
二
句
切
れ
＋
四
句
切
れ
」
の
構

成
比
が
初
め
て
過
半
を
失
っ
た
の
は
拾
遣
和
歌
に
お
い
て
で
あ
る
か
ら
、

時
間
経
過
的
に
は
、
古
今
短
歌
の
歌
風
は
万
葉
短
歌
の
そ
れ
に
近
似
し
て

い
る
、
と
い
う
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。 

・ 

表
２
に
つ
い
て
。
松
田
武
夫
氏
は
、
古
典
和
歌
（
短
歌
）
に
お
け
る
句

切
れ
の
成
因
を
「
倒
置
法
的
表
現
・
呼
び
か
け
的
表
現
・
繰
り
返
し
の

三
つ
に
絞
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
が
、
拙
稿
で
は
、
こ

れ
を
「
呼
び
か
け
表
現
・
倒
置
表
現
・
短
文
表
現
の
三
つ
」
に
大
き
く

区
分
し
、
さ
ら
に
、
①
呼
び
か
け
表
現
を
「
呼
び
か
け
」
、「
呼
び
か
け
・

対
象
の
省
略
」
に
、
②
倒
置
表
現
を
「
呼
び
か
け
・
述
部
の
倒
置
」
、

「
長
文*

1

・
述
部
の
倒
置
」
、
「
短
文
・
述
部
の
倒
置
」
に
、
③
短
文
表

現*
2

を
「
短
文
」
、「
短
文
・
成
分
の
省
略
」
に
細
分
し
て
、
○ア
当
該
句

切
れ
が
い
か
な
る
表
現
を
原
因
と
し
て
発
生
し
た
か
、
○イ
万
葉
短
歌
を

「
二
句
切
れ
＋
四
句
切
れ
」
の
起
点
と
し
、
新
古
今
短
歌
を
「
初
句
切

れ
＋
三
句
切
れ
」
の
終
点
と
仮
定
し
た
場
合
、
古
今
短
歌
の
句
切
れ
が

い
か
な
る
途
中
経
過
を
た
ど
る
か
を
、
各
々
、
明
ら
か
に
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。 

*
1

 

長
文
と
は
、
短
歌
一
首
の
長
さ
の
ひ
と
続
き
の
核
文
を
さ
す
。 

*
2

 

短
文
と
は
、
短
歌
の
一
句
以
上
四
句
以
下
の
長
さ
の
ひ
と
続
き
の
核
文
を

さ
す
。 

(

一)
 

古
今
短
歌
の
「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」
の
成
因 

 

「
な
く
涙
（
ガ
）
雨
と
ふ
ら
な
む

 二
句
切
れ

― 

― 

―
」
に
よ
り
例
示
し
た

標
準
的
な
二
句
切
れ
の
短
文
表
現
が

28

％
減
少
す
る
と
こ
ろ
、
①
述
部
が

倒
置
さ
れ
た
り
主
語
な
ど
成
分
が
省
略
さ
れ
た
り
し
た
短
文
表
現
の
増
加

に
よ
り

17

％
ほ
ど
を
補
い
、
さ
ら
に
、
②
呼
び
か
け
表
現
に
よ
り
６
％
の

増
加
、
長
文
の
述
部
を
倒
置
し
た
表
現
に
よ
り
６
％
の
増
加
、
合
わ
せ
て

12

％
ほ
ど
を
各
々
補
っ
て
、
二
句
切
れ
の
減
少
を
食
い
止
め
た
。 

(

二)
 

古
今
短
歌
の
「
増
え
る
三
句
切
れ
」
の
成
因 

 

古
今
短
歌
の
三
句
切
れ
は
句
切
れ
計
四
六
一
回
中
一
六
二
回
・

35

％
、

万
葉
短
歌
の
三
句
切
れ
に
対
す
る
成
分
別
増
△
減
で
は
呼
び
か
け
表
現
、

長
文
の
述
部
を
倒
置
し
た
表
現
は
と
も
に
減
少
し
、
短
文
表
現
だ
け
が
大

幅
に
増
加
し
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
そ
の
寄
与
の
程
度
は
未
詳
で
あ
る
。 
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い
ま
、
古
今
短
歌
の
三
句
切
れ
の
成
分
別
増
△
減
を
句
切
れ
計
に
対
す

る
比
率
に
よ
っ
て
万
葉
短
歌
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
①
呼
び
か
け
表
現

は
一
五
回
・
３
％
（
←
万
葉
短
歌
で
は
一
九
回
・
２
％
）
、
②
長
文
の
述
部

を
倒
置
し
た
表
現
は
三
一
回
・
７
％
（
←
万
葉
短
歌
で
は
二
四
回
・
３
％
）
、

③
短
文
表
現
は
一
一
六
回
・

25

％
（
←
万
葉
短
歌
で
は
四
七
回
・
６
％
）

と
な
り
、
①
「
あ
ま
つ
か
ぜ
（
ヨ
） 

雲
の
か
よ
ひ
ぢ
吹
き
と
ぢ
よ

 三
句
切
れ

― 

― 

―
」
に
よ
り
例
示
し
た
呼
び
か
け
表
現
が
１
％
増
加
、
②
「
山
里
は
秋

こ
そ
こ
と
に
わ
び
し
け
れ

 三
句
切
れ

― 
― 
―
」
に
よ
り
例
示
し
た
長
文
の
述

部
を
倒
置
し
た
表
現
が
４

%

ほ
ど
の
増
加
、
③
「
わ
か
や
ど
の
池
の
藤
波

さ
き
に
け
り

 三
句
切
れ

― 

― 

―
」
に
よ
り
例
示
し
た
短
文
表
現
が

19

％
の
増

加
、
合
わ
せ
て

24

％
ほ
ど
の
増
加
を
も
っ
て
、
万
葉
短
歌
で
は
句
切
れ
中

三
位
に
過
ぎ
な
か
っ
た
三
句
切
れ
を
、
古
今
短
歌
で
は
、
句
切
れ
中
二
位

に
引
き
上
げ
た
こ
と
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。 

（
三
） 

今
後
の
研
究
課
題 

① 
 

万
葉
短
歌
に
お
い
て
、
○ア
初
句
に
置
か
れ
た
枕
詞
が
初
句
切
れ
を
抑

止
（
→
二
句
切
れ
を
誘
導
）
し
、
○イ
第
三
句
に
置
か
れ
た
枕
詞
及
び
当

該
句
ま
で
に
詠
み
込
ま
れ
た
序
詞
の
働
き
を
借
り
て
三
句
切
れ
を
抑

止
（
→
四
句
切
れ
を
誘
導
）
し
て
い
る
と
見
て
、
区
切
れ
と
枕
詞
・
序

詞
と
は
、
一
方
が
他
方
の
停
止
条
件
と
な
る
い
わ
ゆ
る
「
負
の
相
関
関

係
」
に
あ
る
と
推
理
し
た
が
、
古
今
短
歌
に
お
い
て
は
、
初
句
は
と
も

か
く
、
第
三
句
に
も
比
較
的
多
数
の
枕
詞
・
序
詞
が
詠
み
込
ま
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
三
句
切
れ
の
増
加
を
抑
止
で
き
な
か
っ
た
原
因
を
探

る
必
要
が
あ
る
。 

② 

別
表
の
と
お
り
、
万
葉
短
歌
の
三
句
切
れ
に
お
け
る
品
詞
等
の
内
訳

は
体
言
１
％
、
用
言
（
の
終
止
形
）
2

％
、
助
動
詞
（
の
終
止
形
）
6

％
、

終
助
詞

2

％
、
合
計

11

%

に
対
し
、
古
今
短
歌
の
三
句
切
れ
で
は
、
体

言
３
％
（
万
葉
短
歌
に
比
べ
＋
２
％
）
、
用
言
５
％
（
の
終
止
形
１
％
、
命

令
形
１
％
、
連
体
・
已
然
形
３
％
、
万
葉
短
歌
に
比
べ
＋
３
％
）
、
助
動
詞

22

％
（
の
終
止
形

12

％
、
連
体
・
已
然
形

10

％
。
万
葉
短
歌
に
比
べ
＋

16

％
）
、
終
助
詞
５
％
（
一
説
で
は
係
助
詞
と
さ
れ
る
終
助
詞
１
％
を
含

む
。
万
葉
短
歌
に
比
べ
＋
３
％
）
、
合
計

35

％
を
占
め
た
。
万
葉
短
歌
の

三
句
切
れ

11

％
か
ら
古
今
短
歌
の

35

％
へ
の
増
加
分

24

％
の
う
ち
、
と

り
わ
け
、
用
言
及
び
助
動
詞
の
連
体
形
・
已
然
形
が
占
め
る

13

％
、
助
動

詞
の
終
止
形
が
占
め
る
６
％
は
、
○ア
古
典
和
歌
（
短
歌
）
の
句
切
れ
歌
に

お
け
る
文
の
構
成
が
、
万
葉
短
歌
に
お
け
る
上
二
句
＋
下
二
（
ま
た
は
三
）

句
の
２
句
単
位
か
ら
、
古
今
短
歌
に
お
け
る
上
三
句
＋
下
二
句
へ
と
大
き

く
変
化
し
、
○イ
構
文
法
的
に
見
れ
ば
、
万
葉
短
歌
に
お
け
る
用
言
・
助
動

詞
の
終
止
形
終
止
法
だ
け
で
な
く
、
古
今
短
歌
に
お
い
て
は
、
用
言
・
助

動
詞
の
連
体
形
・
已
然
形
終
止
法
す
な
わ
ち
「
係
り
結
び
」
の
法
則
が
強
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調
表
現
と
し
て
共
に
愛
用
・
頻
用
さ
れ
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

初
出
の
例
歌
を
挙
げ
て
お
く
。 

・ 
 

を
み
な
へ
し
う
し
と
見
つ
つ
ぞ 

ゆ
き
す
ぐ
る

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を
と
こ
山
に
し
た
て
り
と
思
へ
ば 

（
巻
四
・
秋
歌
上
・
二
二
七
・
ふ
る
の
い
ま
み
ち
・
布
留
今
道
の
こ
と
） 

 

・ 
 

山
か
く
す
春
の
霞
ぞ 
う
ら
め
し
き

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
づ
れ
み
や
こ
の
さ
か
ひ
な
る
ら
む 

 

 
 

 
 

 
 

（
巻
九
・
羈
旅
歌
・
四
一
三
・
お
と
・
壬
生
益
成
の
娘
の
こ
と
） 

 

・ 
 

霜
の
た
て 

つ
ゆ
の
ぬ
き
こ
そ
よ
わ
か
ら
し

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
の
錦
の
お
れ
ば
か
つ
ち
る 

 

 
 

 
 

 
 

（
巻
五
・
秋
歌
下
・
二
九
一
・
せ
き
を
・
藤
原
関
雄
の
こ
と
） 

 

・ 

思
ひ
つ
つ
ぬ
れ
ば
や
人
の
見
え
つ
ら
む

 三
句
切
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

夢
と
知
り
せ
ば
さ
め
ざ
ら
ま
し
を 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
巻
一
二
・
恋
歌
二
・
五
五
二
・
小
野
小
町
） 

 

（
注
） 

１ 

犬
養
廉
氏
ほ
か
編
集 

『
和
歌
大
辞
典
』
（
昭
和

61
・
3
・
明
治
書

院
）
・
「
和
歌 

（
谷
山
茂
氏
） 

２ 

山
口
堯
二
・
鈴
木
日
出
男
氏
編
『
全
訳
全
解
国
語
辞
典
』
（
平
成

16
・

10
・
文
英
堂
） 

３ 

松
田
武
夫
氏
「
修
辞
法
の
再
検
討
・
句
切
れ
」
『
月
刊
文
法
』
（
昭
和

44
・
2
・
明
治
書
院
） 

４ 

拙
稿
「
和
歌
（
短
歌
）
に
お
け
る
句
切
れ
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
に

か
か
る
最
終
的
考
察
」
『UE

J

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第

23
号
（
平
成

29
・
全
日

本
大
学
開
放
推
進
機
構
） 

５ 

テ
キ
ス
ト 

（１ ）
「
万
葉
短
歌
」
に
つ
い
て
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
二
巻
（
昭
和

59
・

3
・
角
川
書
店
）
の
短
歌
形
式
の
和
歌
の
う
ち
詠
歌
年
代
が
明
ら
か

な
二
〇
九
五
首
（
土
屋
文
明
氏
編
『
萬
葉
集
年
表
』
第
二
版
（
昭
和

59
・
3
・
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。 

（２ ）
古
今
短
歌
」
に
つ
い
て
は
『
新
編
国
歌
大
編
』
第
一
巻
（
昭
和

58
・  

 
 

3
・
角
川
書
店
）
の
短
歌
形
式
の
和
歌
の
う
ち
墨
消
歌
一
一
首
を
除

い
た
一
〇
九
一
首
に
よ
る
。 
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浅
岡 

純
朗 

（
あ
さ
お
か 

す
み
あ
き
）  

 

1937
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
私
立
桐
朋
高
校
卒
業
、
東
京
都
立
大
学
人
文
学

部
国
文
科
卒
業
。

1959
年
、
厚
生
省
入
省
、
社
会
保
険
庁
地
方
課
長
を
経
て

1994

年
に
退
官
。
全
国
国
民
年
金
福
祉
協
会
連
合
会
、
東
京
都
社
会
保
険
労
務
士

会
常
任
理
事
を
経
て
、

2004
年
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
博
士
課
程
に
進
学
し
、

2009
年
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
現
在
、
全
日
本
大
学
開
放
推
進
機
構
監

事
、
古
典
和
歌
研
究
者
。
主
要
論
文
：
「
接
続
詞
「
て
」
か
ら
み
た
短
歌
の
文
体

的
変
遷
に
関
す
る
考
察
―
―
万
葉
短
歌
か
ら
新
古
今
ま
で
」
（
『
生
涯
学
習
フ
ォ

ー
ラ
ム
』
第

4
巻
第

2
号
、

2001
年

3
月
）
；
「
修
辞
法
か
ら
読
み
解
く
和
歌
史

―
―
古
典
和
歌
の
句
切
れ
続
き
に
関
す
る
一
考
察
」
（
同
前
誌
、
第

10
巻
第

1
・
第

2
合
併
号
、

2008
年

3
月
）
；
「
社
会
人
か
ら
大
学
院
生
へ
、
そ
し
て
課
程

を
終
え
て
―
―
65
歳
か
ら
の
人
生
」
（
『
Ｕ
Ｅ
Ｊ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第

2
号
（

2011
年

10

月
）
；
「
和
歌
（
短
歌
）
に
お
け
る
句
切
れ
と
そ
の
原
因
と
な
っ
た
表
現
に
か
か
る

最
終
的
考
察
」
（
同
前
誌
、
第

23
号
、

2017
年

4
月
） 

 



注２)  上表中「アミカケ」は、初句切れ＋三句切れまたは二句切れ＋四句切れのうち

          過半のものを示す。

表１　古典和歌（短歌）における句切れの推移

100

50

62

21

17

38

100

43

87

100

4 12

35

39

43

18

61316

841

1978

11

2104

421

525

175

11

13

44

141

2095

10

20

162

182

80

199

279

461

1091

11

361

726

835

365

初句切れ

三句切れ

初句切れ＋三句切れ

二句切れ

四句切れ

二句切れ＋四句切れ

注１) 上表中「載録短歌数」は

 　　 ① 万葉短歌にあっては詠歌年代が明らかなもの

　　  ② 古今短歌にあっては墨消歌１１首を除いたもの

 　　 ③ 古今短歌にあっては後出歌１７首中１５首、異本歌１０首中９首を除いたものを

 　　 各々、示す。

区　　　分

万

葉

短

歌

古

今

短

歌

新

古

今

短

歌

構成比　%

万

葉

短

歌

古

今

短

歌

新

古

今

短

歌

句切れ計A

載録短歌数B

発現率％　A/B x 4

19

90

109
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対句切れ計 （４４）

対二句切れ （１００）

３６５

対句切れ計 （４３）

対二句切れ （１００）

１９９

対句切れ計 （△１）

対二句切れ （０）

対句切れ計 （１１）

対二句切れ （１００）

９０

対句切れ計 （３５）

対二句切れ （１００）

１６２

対句切れ計 （２４）

対二句切れ （０）

注１　上記中「長文」とは短歌一首の長さのひと続きの核文を、「短文」とは短歌の１句以上４句未満の長さのひと続きの核文を、各々いう。

注２　上表中「初出歌」欄の「数字ー数字」は初出歌の「巻数ー歌番号」を、「初出歌（類歌）」欄の（　）の「数字ー数字」は類歌の「巻数ー歌番号」を、各々示す。

注３　上表中「万葉短歌」の「年代順」は、針原孝之氏ほか著『資料　日本文学史　上代中古扁』（昭和５１.３.　桜楓社）よる。

注４　上表中「古今短歌」の「時期区分等」は、小沢正夫氏編著『作者別年代順古今和歌集　増補版』（平成２.9. 明治書院）「古今集歌風の展開」による。

（２）

９ ５ １ ３１ ４ １０１ １１

（３ー１３５）

（１９）

（７） （１）

実数

構成比増△減（％）

構成比増△減（％）

１３ ４ ９ ２７ ２２ ７５

１３ ４ ２ ２４ - ４４

初

出

歌

（

類

歌

）

初

出

歌

初

出

歌

（

類

歌

）

（０） （１） （０） （４） （１） （１７）

初

出

歌

（構成比％）

実数

（構成比％）

実数

（構成比％）

４９

３

（構成比％）

実数 １８ ３ ３

短文・述部の倒置 短文 短文・成分の省略その他 和暦西暦

区    分

呼びかけ表現 倒置表現 繰返表現→短文表現

合計

年代順・時期区分等

呼びかけ 呼びかけ・対象の省略 呼びかけ・述部の倒置 長文・述部の倒置

（４）（０） （０） （２９） （８）

（１８）

三

句

切

れ

（０）（２）

（２）

万

葉

短

歌

古

今

短

歌

万

葉

短

歌

古

今

短

歌

二

句

切

れ

２ー８７ ２ー８５ ３−４１５

８ー１４６５ ３ー２６３ ９ー１６７９

（６６）（１）（１） （８）（１）（５）

３０ ４ ２４１ ６６

（１ー７０） １ー７０ （１ー７０）

（１） （１） （２） （２） （５） （△１３） （３）

（３） （１） （２） （６） （５） （１６） （１１）

（７ー３４９）

（７）

（１） （４） （６） （１０） （△２８） （７）

（２５）

（６ー３３４）

（２ー１１１） （１ー４８）
減少

（１８ー９７０）（１３ー６１８）

（２） （５） （１４） （１１） （３８）

１ー６８ １ー２２

８ー１６４０ ３ー２８８ (３ー３３７) ９ー１７８１

（０）

（１４） （４） （２） （２７） （-） （４９） （３）

（２） （０） （０） （３） （-） （５）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

（△８） （△１） （△１） （△８） （２） （１３） （４）

（１）（３）（６）

（２２） （２）

（７）（６２）（２）

１５ー３７１０

（２） （１） （０）

撰者

同

上

同

上

８０９〜８４９ 大同４〜嘉祥２

８５０〜８９０六歌仙 嘉祥３〜寛平２

撰者

よみ人しらず

８９１〜９４５ 寛平３〜天慶２

７６０〜８０８ 天平宝字４〜大同３

Ⅳ

表２　古典和歌（短歌）の二句切れ及び三句切れの成因別増△減

よみ人しらず

六歌仙

同

上

同

上
減少 減少 減少 減少

１８-９７０（２-９４） （５ー２６８）

天武２〜和銅３６７３〜７１０

和銅４〜天平５７１１〜７３３

〜６７２ 〜天武元

天平６〜天平宝字３７３４〜７５９

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
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名詞

代名詞

終助詞

係助詞

区分

品詞 活用形

自

立

語

体

言

用

言

動

詞

形

容

詞

連体形

已然形

命令形

終止形

連体形

已然形

命令形

終止形

連体形

万葉歌

構成比 ①

摘要

構成比 ②

古今歌 万葉歌 古今歌

句

切

れ

三句切れ計

句切れ計

三句切れ

万葉歌 古今歌

１１

-

５

-

已然形

付

属

語

助

動

詞

助

詞

終止形

１４

１

３

-

-

５

-

-

５０

１３

１

１

８

２

４

４

-

１

１９

３

４６１

１

５６

５

３３

１２

-

１６

３

６

-

-

５６

-

１

８ １ ３

１ - ０

１ １

１

１２

-

-

６

-

- ２ - １

２ １ １

０

５ - ２

１ - ０

３５ ６ １２

２０ - ７

１ - ０

３ - １

１００

１２ ２ ４

２ ０ １

７ ０ ３

- ０ -

別表　古典和歌（短歌）における３句切れ（目）の品詞別増△減

９０

８３５

１６２ １００ １００ １１ ３５

一説には終助

詞に含まれる

係り結び

係り結び

係り結び

１００
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